
授業科目(ナンバリング) 日本語教授法Ｂ(CB302) 担当教員 佐野 香織 

展開方法 講義 単位数 2単位 開講年次・時期 3年・後期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い 

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

日本語によるコミュニケーション活動に必要な能力（「受容」「産出」「やりとり」「テクスト」「方略」：国

際交流基金 URL「JF スタンダード」）を、学習者の目的に合わせ、向上させるスキルを学んでいく。 

 

⑥⑦ 

 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標  評価手段・方法 評価比率 

専門力 

日本語教材とは何かを理解し、分析することができる。日本語教材分

析から教案作成、授業設計、授業実践、の一連の流れを行うことがで

きる。模擬授業での自己のパフォーマンスを省察的にふり返ることが

できる。 

教案・教材分析/

作成 

 

模擬授業 

 

レポート 

 

20％ 

 

 

30％ 

 

20％ 

 

情報収集、 

分析力 
   

コミュニケーシ

ョン力 

模擬授業の担当者のパフォーマンスに対して、建設的なフィードバッ

クを与えることができる。 

模擬授業の担当者とその他の学生が、思いやりの気持ちを持って意見

を交換し、学び合うことができる。 

フィードバック

シート 

ディスカッショ

ン 

20％ 

 

10％ 

 

協働・課題解決

力 
   

多様性理解力    

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

教案・教材分析/作成で 20%、模擬授業（教案・実施）で 30%、レポートを 20%、模擬授業担当者に対するフィードバッ

クを 20%、ディスカッションを 10%で、評価する。各課題のフィードバックは授業内で行う。 

授 業 の 概 要 

様々な異なる理論、狙い、目的を持った複数の初級日本語教科書を対象に、①教材分析、②グループで教案作成、模擬

授業を行い、授業のあり様を体験してもらう。教員は授業の展開の仕方について指導したり、模擬授業の準備や模擬授

業での学生のパフォーマンスに対して助言を与えたりする。この授業の平均的な 1コマあたりの授業外学修時間は 180

分とするが、模擬授業準備等で必要な時間の確保を推奨する。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書： 『みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 本冊』（2014）スリーエーネットワーク 
     『できる日本語 初級』アルク 
     『まるごと 初中級』国際交流基金 

深澤のぞみ他（著）『日本語を教えるための教材研究入門』くろしお出版 
参考書： 適宜指定する 
指定図書：義永美央子（編）（2019）『ことばで社会をつなぐ仕事 ―日本語教育者のキャリア・ガイド―』凡人社 

授業外における学修及び学生に期待すること 

模擬授業担当者は、時間に余裕をもって、教案や教材の準備を行うこと。 

担当者以外の者は、次回の授業範囲を予習し、導入項目をよく理解したうえで授業に参加すること。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容 予習・復習 

1 
オリエンテーション 

 

シラバスを中心に本授業の、目標、評価、授業の進め
方等について説明する。 

予習：シラバスを読む 
復習：シラバス確認 

2 教材理解 

日本語教材とは何かを理解する。 

「教科書で学ぶ」と「教科書を学ぶ」の違いを理解す

る。 

予習）外国語の学習計画を
たてる 
復習）教科書の役割を説明
する 

3 教科書分析① 

コースデザインにおける教科書分析を理解し、コー

スの目的と教科書の内容の検討ができるようにな

る。 

予習）これまで使ったこと
のある外国語教科書の内容
を記述する 
復習）日本語教材を検討す
る 

4 教科書分析② グループで教材１を分析し、発表する。 

予習）該当教材の分析をす
る 
復習）グループでのディス
カッションをまとめる 

5 教科書分析③ グループで教材２を分析し、発表する。 

予習）該当教材の分析をす
る 
復習）グループでのディ
スカッションをまとめる 

6 日本語を教えるということ 外部講師による講演 

予習）『ことばで社会をつ
なぐ仕事 ―日本語教育者
のキャリア・ガイド―』
を読んで質問を考える 
復習）報告レポート作成 

7 指導法① 
教材分析を行った教材を対象に、授業構成、教案作成

方法を検討する。 

予習）指定のテキストの該
当部分を読んでくる 
復習）各自教案を書いてく
る 

8 指導法② グループで担当の教案を作成、ピア検討を行う 

予習）教案作成 
 
復習）教案の更新、教材作
成 

9 指導法③ 
 模擬授業１、担当者の省察、全体でのディスカッシ

ョン 

模擬授業１ 授業準備 
省察 
予習）教案作成 
復習）教案の更新、教材作成 

10 指導法④ 
模擬授業２、担当者の省察、全体でのディスカッショ

ン 

模擬授業２ 授業準備 
省察 
予習）教案作成 
復習）教案の更新、教材作成 

11 指導法⑤ 
模擬授業３、担当者の省察、全体でのディスカッショ

ン 

模擬授業３ 授業準備 
省察 
予習）教案作成 
復習）教案の更新、教材作成 

12 日本語を教える実践ヒント 
現役日本語教師から実際に教える際に役立つヒント

を聞く 
予習：事前資料を読む 
復習：報告レポート作成 

13 指導法⑥ 
模擬授業４、担当者の省察、全体でのディスカッショ

ン 

模擬授業４ 授業準備 
省察 
予習）教案作成 
復習）教案の更新、教材作成 

14 指導法⑦ 
模擬授業５、担当者の省察、全体でのディスカッショ

ン 

模擬授業５ 授業準備 
省察 
予習）教案作成 
復習）教案の更新、教材作成 

15 ふりかえり 
前期と後期の授業を振り返り、自己の成長を言語化す

る。 

予習）日本語教員養成課程
を履修した経緯やこれまで
の学習過程についてまとめ
る。 
復習）省察レポートを完成
する。 

 


